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キ
ク
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来
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本
一
周
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て
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て
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ー
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え
し
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初
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２
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3 議会広報 いえそん　No.174 2議会広報 いえそん　No.174

伊江村議会議員定数調査特別委員会を設置

※人口及び議員定数は県町村議会等の資料、予算規模は新聞紙面掲載より抜粋

❶❷❸ についての資料はあるの？Q

これまで議員定数の見直しはあるの？Q

※類似町村（人口5,000人未満）❸ 県内町村の予算及び人口規模などの比較（一部抜粋）

　８月５日、議場で開催した委員会では内田
竹保委員長から島袋村長ら執行部との意見
交換報告や村の現状や課題、１年間の議員
活動日数の検証、県内30町村の人口に対す
る議員数の割合、予算規模などのデータを
基に、意見交換を行いました。
　また、『人材育成』や『女性議員ゼロ脱却』
に向けた活発な議論が交わされました。
　今後は、村内各団体等にアンケート調査を実施し、住民の意見に耳を傾けながら協議を重ね、
次回委員会に臨むことになりました。

◆ 第２回委員会開催

年
2020年
2025年
2030年
2035年
2040年

人　口
4,291
4,034
3,771
3,561
3,247

高齢化率
35.8%
41.5%
44.9%
45.8%
47.7%

年
2002年
2006年
2010年
2014年
2018年

立候補者数
１７
１２
１１
１０
１１

議員定数
１４
１０
１０
１０
１０

※高齢化率とは人口に対する65歳以上の割合 ※次期選挙は令和４年９月

　全国1714市区町村議会中、２割弱が女性議員のいない「女性ゼロ議会」。
　県内では、伊江村、伊平屋村、東村、恩納村など30町村中12町村が女性ゼロ
議会となっている。伊江村では、いつ女性議員が誕生するのか！？

女性が活躍する議員の割合は！？

　6月定例会最終日（17日）に議員発案による議員定数調査特別委員会を設置しました。
　全国的に議員のなり手不足が深刻化する中、村においても人口減少や高齢化が進み、今後の人材 育成や人材確保が懸念されます。そこで、委員会では ❶将来の人口推計 ❷議員選挙の推移 ❸県内
町村の予算及び人口規模などの比較、調査・研究を行い、慎重審議のもと将来に向けた適正な議員 定数を検討していきます。

島の将来に向けて議員定 数を考える委員長に内田竹保議員
副委員長に島袋勉議員を選出

調査した30町村のうち、伊江村は議員一人に対する人口は14番目と中位である。
一方、予算額（公営企業会計除く）は10番目と高く、議員一人に対する予算額は5番目に高い。考 察

町 村 名

伊 江 村
国 頭 村
大宜味村
竹 富 町

人　口

4,524
4,673
3,067
4,342

10
10
10
12

452.4
467.3
306.7
361.8

8,904,800
5,270,202
4,266,253
11,201,647

議員定数 議員一人に
対する人口

令和３年度
予算額

令和２年度予算に対する
議会費（構成比）
72,372 (1.0%)
 64,839 (1.4%)
60,612 (1.7%)
110,172 (1.2%)

答 下記資料を見てね。

❶ 将来の人口推計（伊江村健康増進計画より） ❷ 議員選挙の推移（2014年は無投票当選）

伊江村議会会議規則の一部改正

　議員活動と家庭生活の両立支援をはじめ、議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、介護
など議員として活動するに当たっての諸要因に配慮するため、育児、介護など議会への欠席事由を整備する
とともに、出産については母性保護の観点から出産に係る産前・産後の欠席期間を規定する。
　また、請願者の利便性の向上を図るため、議会への請願手続きについて、請願者に一律に求めている押印
の義務付けを見直し、署名又は記名押印に改めるものである。

理由は！？
何がかわったの？？（抜粋）
　議員が出産のため出席できないときは、出産予定日の６週間（多胎妊娠の場合にあっては14週間）
前の日から当該出産の日後8週間を経過する日までの範囲内において、欠席の期間を明らかにして、
あらかじめ議長に欠席届を提出する事ができる。

答　　国は地方の財政自立改革（三位一体改革）を打ち出し「地方でできることは地方に」という理
念で改革を進めました。村は市町村合併をせず、一島一村の自主自立を目指す決意をし、村長か
ら議会に定数の見直しについて要請がありました。伊江村議会では平成15年６月19日に「一島
一村の自主自立を目指す伊江村宣言」を決議。議員定数調査特別委員会が設置され、歴史と文化
の継承、村の将来像や財政面など総合的に判断し、14人から10人に見直されました。平成18年
（2006年）選挙から適用されました。

８週間 ６週間 ８週間

出産予定日14週間

詳しくは、伊江村議会
ホームページをご覧下さい。

単位:千円
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既
存
の
案
内
板
の
見
直
し
に
合
わ
せ

て
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
教
育
長

　
歌
碑
巡
り
の
際
は
、
現
在
教
育
委
員

会
や
商
工
観
光
課
で
出
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
利
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
。
団
体
の
場
合
は
事
前
に
連
絡
が
あ

れ
ば
教
育
委
員
会
で
案
内
す
る
こ
と
も

含
め
て
観
光
協
会
の
案
内
所
と
連
携

し
、
対
応
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

一般質問の詳細については、ホームページの第５回定例会会議録をご覧下さい

島袋義範
議員

しま ぶくろ よし のり

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
駆
除
事
業
を
導
入
せ
よ

街
灯
の
増
設
で
安
全
安
心
な
村
づ
く
り
を

配
置
計
画
を
考
え
な
が
ら
、
設
置
に
向
け
て
検
討
す
る

村長 一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
平
成
22
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、「
イ
モ
の
害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ

ゾ
ウ
ム
シ
の
駆
除
事
業
の
導
入
を
国
・

県
に
働
き
か
け
よ
」と
一
般
質
問
を
行
っ

た
が
、
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　
久
米
島
町
で
駆
除
事
業
が
初
導
入
さ
れ

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）に
根
絶
、
津
堅

島
で
駆
除
事
業
が
実
施
さ
れ
、
今
年
根
絶

が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
完
了
に
よ
っ

て
、
イ
モ
生
産
農
家
の
所
得
向
上
は
確
実

で
あ
る
。
当
該
事
業
は
少
な
く
と
も
10
年

単
位
で
確
認
作
業
を
要
す
る
長
期
的
な
事

業
で
あ
る
。
早
め
に
手
を
挙
げ
、
駆
除
年

次
計
画
の
中
に
本
村
も
組
み
入
れ
て
も
ら

う
よ
う
県
に
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
村
　長

　
本
村
で
は
、
イ
モ
の
作
付
面
積
は

年
々
拡
大
し
て
お
り
、
イ
モ
の
生
産
振

興
及
び
所
得
向
上
を
図
る
上
か
ら
も
ア

リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
事
業
の
導
入

を
機
会
あ
る
ご
と
に
県
へ
要
請
す
る
。

　
　
平
成
22
年
当
時
の
村
長
の
答
弁
で

は
、「
駆
除
事
業
の
導
入
は
、
海
浜
の
グ
ン

バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
や
ノ
ア
サ
ガ
オ
を
除
去
す

る
こ
と
が
必
須
条
件
な
の
で
難
し
い
」と
の

事
だ
っ
た
が
久
米
島
町
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
必
須
条
件
で
は
な
い
。
古
来
か
ら
作

ら
れ
て
い
る
作
目
も
重
要
視
す
べ
き
で
あ

る
。
伊
江
島
は
昔
か
ら
イ
モ
ど
こ
ろ
と
し

て
、
全
県
に
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
農
薬
が
開
発
さ
れ
効

果
も
出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
農
薬
を
継

続
使
用
す
る
こ
と
に
抵
抗
も
あ
り
、
根

絶
事
業
の
導
入
が
最
適
で
あ
る
。
議
会

と
し
て
も
意
見
書
の
提
出
等
お
手
伝
い

す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
村
　長

　
共
通
認
識
を
し
て
お
り
、
駆
除
事
業

の
導
入
に
向
け
て
国
・
県
に
強
く
申
し

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
時
が

来
た
ら
議
会
も
一
緒
に
行
動
で
き
る
よ

う
ご
協
力
を
願
う
。

　
　
本
村
は
古
く
か
ら
歌
の
島
・
芸
能

の
島
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
国

に
よ
る「
選
択
」や「
重
要
無
形
文
化
財
」

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
残
さ
れ
た
歌
や
踊
り
、
組
踊
を
後
世

に
残
す
為
、
由
緒
あ
る
地
に
歌
碑
や
顕

彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
近
年
歌
碑

を
巡
る
ツ
ア
ー
が
盛
ん
に
な
り
大
き
な

観
光
資
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
島
の
表
玄
関
で
あ
る
港
に
歌

碑
の
建
立
場
所
が
一
目
で
わ
か
る
地
図

型
看
板
を
設
置
し
旅
行
者
の
便
宜
を
図

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　
先
達
か
ら
受
け
継
が
れ
た
重
要
無
形

民
俗
文
化
財「
伊
江
島
の
村
踊
」が
数
多

く
伝
承
さ
れ
、
歌
碑
も
建
立
さ
れ
て
い

る
。
歌
碑
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

所
在
地
等
を
掲
載
し
て
い
る
。

機
会
あ
る
ご
と
に
県
に
要
請
し
た
い

村長

問

問

問

問

答答

答

答

※１　アリモドキゾウムシ
　熱帯、亜熱帯を中心に広く分布するサツマイモの重要な害虫で、1903 年には既に沖縄での
被害が確認されていた侵入害虫である。日本ではトカラ列島以南の南西諸島及び小笠原諸島に
分布している。

　
本
事
案
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

一
般
質
問
や
予
算
審
査
特
別
委
員

会
な
ど
で
質
疑
が
な
さ
れ
て
い
る
。

村
当
局
と
し
て
も
現
状
把
握
・
調

査
し
て
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
随
時

増
設
さ
れ
て
き
た
と
思
う
が
、
現

在
に
お
い
て
も「
道
ば
た
が
暗
く
て

怖
い
。
も
っ
と
街
灯
を
増
設
し
て

欲
し
い
。」と
の
要
望
が
村
民
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
島
を
訪
れ
る
観
光
客
か

ら
も「
伊
江
島
は
暗
く
て
夜
は
歩
け

な
い
島
だ
ね
」と
の
声
も
漏
れ
聞
こ

え
て
く
る
。
令
和
３
年
３
月
に
は

伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

令
和
６
年
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
今
年
度
以
降

事
業
が
進
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
こ
れ

ま
で
以
上
に
来
島
さ
れ
る
人
の
増

加
も
見
込
ま
れ
る
。

　
村
民
の
安
全
・
安
心
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
来
島
さ
れ
る
観
光
客

が
安
全
・
安
心
に
伊
江
島
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
環
境
整

備
を
は
か
る
べ
き
だ
と
思
慮
さ
れ

る
が
村
当
局
の
見
解
は
。

　
　
平
成
24
年
度
に
各
区
の
街
灯

希
望
調
査
を
実
施
し
た
と
あ
る
が

そ
れ
以
降
は
。

　
　
村
　長

　
平
成
24
年
度
以
降
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。
随
時
、
各
区
か
ら
の

要
望
を
も
と
に
設
置
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
平
成
23
年
２
月
末
現
在
３
２

２
灯
、
そ
れ
に
か
か
る
維
持
費
は

約
２
６
０
万
円
と
答
弁
さ
れ
て
い

る
が
現
在
の
状
況
は
。

　
　
村
　長

　
令
和
３
年
５
月
末
時
点
で
５
１

０
灯
、
令
和
２
年
度
実
績
の
年
間

維
持
管
理
費
は
２
６
６
万
６
，
２

０
２
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
街
灯
設
置
に
あ
た
り
設
置
基

準
、
あ
る
い
は
優
先
順
位
等
の
決

ま
り
は
。

　
　
村
　長

　
本
村
独
自
の
設
置
基
準
は
定
め

て
い
な
い
が
、
日
本
防
犯
設
備
協

会
等
の
基
準
に
準
じ
設
置
し
、
優

先
順
位
等
は
各
区
か
ら
の
要
望
を

優
先
、
ま
た
、
村
で
必
要
と
感
じ

問
歌
碑
巡
り
が
で
き
る

地
図
型
看
板
を

伊
江
港
に
設
置
せ
よ

既
存
の
案
内
板
の
見
直
し
と

合
わ
せ
て
検
討
し
た
い

教育長

※

１

あぶ え おさむ

虻江 修
議員

る
通
学
路
等
へ
設
置
し

て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
４
月
の

青
少
年
旅
行
村
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

を
見
据
え
、
ま
た
、
児

童
生
徒
の
通
学
路
で
も

あ
る
伊
江
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
青
少
年
旅
行
村

入
口
ま
で
の
動
線
を
早

急
に
対
策
出
来
な
い
か
。

　
　
村
　長

　
伊
江
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
旅
行
村
入
口
ま
で

の
街
灯
に
つ
い
て
は
、

等
間
隔
に
は
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
暗
い
場
所

も
随
所
に
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
来
島
さ
れ
る

観
光
客
が
安
全
・
安
心

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
環
境
整
備
づ
く

り
を
認
識
し
て
い
る
も

の
の
、
周
辺
環
境
に
あ

わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
配
置
計
画
を
考
え
な

が
ら
設
置
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答問問 答答

　平成25年３月定例会での一般質問以降178灯の増設。その対応
には敬意を表したい。先輩議員によれば、夜道を歩いている旅行者
を見かけると「ハブがいるので注意して！」と声をかけたこともある
とか。街灯増設が伊江島の安全・安心の評価につながれば...。

つぶやき

問答
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村政 の ここを問う

県道225号線　黒糖工場から伊江ビーチ向け　比較

阿良公民館の南側にある砂持節の歌碑

アリモドキゾウムシ



　
地
図
型
看
板
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
伊

江
島
案
内
図
等
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
総

合
的
に
検
討
す
る
。

　
　
旅
行
社
に
よ
る「
歌
碑
巡
り
ツ
ア
ー
」

も
あ
る
が
、
４
、
５
人
グ
ル
ー
プ
の
個
人

旅
行
の
方
が
多
い
。
離
島
だ
と
、
船
を
降

り
て
港
の
案
内
板
を
見
て
巡
る
よ
う

だ
。
既
存
の
案
内
板
の
見
直
し
に
合
わ
せ

て
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
教
育
長

　
歌
碑
巡
り
の
際
は
、
現
在
教
育
委
員

会
や
商
工
観
光
課
で
出
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
利
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
。
団
体
の
場
合
は
事
前
に
連
絡
が
あ

れ
ば
教
育
委
員
会
で
案
内
す
る
こ
と
も

含
め
て
観
光
協
会
の
案
内
所
と
連
携

し
、
対
応
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

一般質問の詳細については、ホームページの第５回定例会会議録をご覧下さい

島袋義範
議員

しま ぶくろ よし のり

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
駆
除
事
業
を
導
入
せ
よ

街
灯
の
増
設
で
安
全
安
心
な
村
づ
く
り
を

配
置
計
画
を
考
え
な
が
ら
、
設
置
に
向
け
て
検
討
す
る

村長 一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
平
成
22
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、「
イ
モ
の
害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ

ゾ
ウ
ム
シ
の
駆
除
事
業
の
導
入
を
国
・

県
に
働
き
か
け
よ
」と
一
般
質
問
を
行
っ

た
が
、
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　
久
米
島
町
で
駆
除
事
業
が
初
導
入
さ
れ

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）に
根
絶
、
津
堅

島
で
駆
除
事
業
が
実
施
さ
れ
、
今
年
根
絶

が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
完
了
に
よ
っ

て
、
イ
モ
生
産
農
家
の
所
得
向
上
は
確
実

で
あ
る
。
当
該
事
業
は
少
な
く
と
も
10
年

単
位
で
確
認
作
業
を
要
す
る
長
期
的
な
事

業
で
あ
る
。
早
め
に
手
を
挙
げ
、
駆
除
年

次
計
画
の
中
に
本
村
も
組
み
入
れ
て
も
ら

う
よ
う
県
に
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
村
　長

　
本
村
で
は
、
イ
モ
の
作
付
面
積
は

年
々
拡
大
し
て
お
り
、
イ
モ
の
生
産
振

興
及
び
所
得
向
上
を
図
る
上
か
ら
も
ア

リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
事
業
の
導
入

を
機
会
あ
る
ご
と
に
県
へ
要
請
す
る
。

　
　
平
成
22
年
当
時
の
村
長
の
答
弁
で

は
、「
駆
除
事
業
の
導
入
は
、
海
浜
の
グ
ン

バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
や
ノ
ア
サ
ガ
オ
を
除
去
す

る
こ
と
が
必
須
条
件
な
の
で
難
し
い
」と
の

事
だ
っ
た
が
久
米
島
町
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
必
須
条
件
で
は
な
い
。
古
来
か
ら
作

ら
れ
て
い
る
作
目
も
重
要
視
す
べ
き
で
あ

る
。
伊
江
島
は
昔
か
ら
イ
モ
ど
こ
ろ
と
し

て
、
全
県
に
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
農
薬
が
開
発
さ
れ
効

果
も
出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
農
薬
を
継

続
使
用
す
る
こ
と
に
抵
抗
も
あ
り
、
根

絶
事
業
の
導
入
が
最
適
で
あ
る
。
議
会

と
し
て
も
意
見
書
の
提
出
等
お
手
伝
い

す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
村
　長

　
共
通
認
識
を
し
て
お
り
、
駆
除
事
業

の
導
入
に
向
け
て
国
・
県
に
強
く
申
し

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
時
が

来
た
ら
議
会
も
一
緒
に
行
動
で
き
る
よ

う
ご
協
力
を
願
う
。

　
　
本
村
は
古
く
か
ら
歌
の
島
・
芸
能

の
島
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
国

に
よ
る「
選
択
」や「
重
要
無
形
文
化
財
」

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
残
さ
れ
た
歌
や
踊
り
、
組
踊
を
後
世

に
残
す
為
、
由
緒
あ
る
地
に
歌
碑
や
顕

彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
近
年
歌
碑

を
巡
る
ツ
ア
ー
が
盛
ん
に
な
り
大
き
な

観
光
資
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
島
の
表
玄
関
で
あ
る
港
に
歌

碑
の
建
立
場
所
が
一
目
で
わ
か
る
地
図

型
看
板
を
設
置
し
旅
行
者
の
便
宜
を
図

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　
先
達
か
ら
受
け
継
が
れ
た
重
要
無
形

民
俗
文
化
財「
伊
江
島
の
村
踊
」が
数
多

く
伝
承
さ
れ
、
歌
碑
も
建
立
さ
れ
て
い

る
。
歌
碑
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

所
在
地
等
を
掲
載
し
て
い
る
。

機
会
あ
る
ご
と
に
県
に
要
請
し
た
い

村長

問

問

問

問

答答

答

答

※１　アリモドキゾウムシ
　熱帯、亜熱帯を中心に広く分布するサツマイモの重要な害虫で、1903 年には既に沖縄での
被害が確認されていた侵入害虫である。日本ではトカラ列島以南の南西諸島及び小笠原諸島に
分布している。

　
本
事
案
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

一
般
質
問
や
予
算
審
査
特
別
委
員

会
な
ど
で
質
疑
が
な
さ
れ
て
い
る
。

村
当
局
と
し
て
も
現
状
把
握
・
調

査
し
て
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
随
時

増
設
さ
れ
て
き
た
と
思
う
が
、
現

在
に
お
い
て
も「
道
ば
た
が
暗
く
て

怖
い
。
も
っ
と
街
灯
を
増
設
し
て

欲
し
い
。」と
の
要
望
が
村
民
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
島
を
訪
れ
る
観
光
客
か

ら
も「
伊
江
島
は
暗
く
て
夜
は
歩
け

な
い
島
だ
ね
」と
の
声
も
漏
れ
聞
こ

え
て
く
る
。
令
和
３
年
３
月
に
は

伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

令
和
６
年
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
今
年
度
以
降

事
業
が
進
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
こ
れ

ま
で
以
上
に
来
島
さ
れ
る
人
の
増

加
も
見
込
ま
れ
る
。

　
村
民
の
安
全
・
安
心
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
来
島
さ
れ
る
観
光
客

が
安
全
・
安
心
に
伊
江
島
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
環
境
整

備
を
は
か
る
べ
き
だ
と
思
慮
さ
れ

る
が
村
当
局
の
見
解
は
。

　
　
平
成
24
年
度
に
各
区
の
街
灯

希
望
調
査
を
実
施
し
た
と
あ
る
が

そ
れ
以
降
は
。

　
　
村
　長

　
平
成
24
年
度
以
降
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。
随
時
、
各
区
か
ら
の

要
望
を
も
と
に
設
置
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
平
成
23
年
２
月
末
現
在
３
２

２
灯
、
そ
れ
に
か
か
る
維
持
費
は

約
２
６
０
万
円
と
答
弁
さ
れ
て
い

る
が
現
在
の
状
況
は
。

　
　
村
　長

　
令
和
３
年
５
月
末
時
点
で
５
１

０
灯
、
令
和
２
年
度
実
績
の
年
間

維
持
管
理
費
は
２
６
６
万
６
，
２

０
２
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
街
灯
設
置
に
あ
た
り
設
置
基

準
、
あ
る
い
は
優
先
順
位
等
の
決

ま
り
は
。

　
　
村
　長

　
本
村
独
自
の
設
置
基
準
は
定
め

て
い
な
い
が
、
日
本
防
犯
設
備
協

会
等
の
基
準
に
準
じ
設
置
し
、
優

先
順
位
等
は
各
区
か
ら
の
要
望
を

優
先
、
ま
た
、
村
で
必
要
と
感
じ

問
歌
碑
巡
り
が
で
き
る

地
図
型
看
板
を

伊
江
港
に
設
置
せ
よ

既
存
の
案
内
板
の
見
直
し
と

合
わ
せ
て
検
討
し
た
い

教育長

※

１

あぶ え おさむ

虻江 修
議員

る
通
学
路
等
へ
設
置
し

て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
４
月
の

青
少
年
旅
行
村
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

を
見
据
え
、
ま
た
、
児

童
生
徒
の
通
学
路
で
も

あ
る
伊
江
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
青
少
年
旅
行
村

入
口
ま
で
の
動
線
を
早

急
に
対
策
出
来
な
い
か
。

　
　
村
　長

　
伊
江
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
旅
行
村
入
口
ま
で

の
街
灯
に
つ
い
て
は
、

等
間
隔
に
は
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
暗
い
場
所

も
随
所
に
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
来
島
さ
れ
る

観
光
客
が
安
全
・
安
心

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
環
境
整
備
づ
く

り
を
認
識
し
て
い
る
も

の
の
、
周
辺
環
境
に
あ

わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
配
置
計
画
を
考
え
な

が
ら
設
置
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答問問 答答

　平成25年３月定例会での一般質問以降178灯の増設。その対応
には敬意を表したい。先輩議員によれば、夜道を歩いている旅行者
を見かけると「ハブがいるので注意して！」と声をかけたこともある
とか。街灯増設が伊江島の安全・安心の評価につながれば...。

つぶやき

問答
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村政 の ここを問う

県道225号線　黒糖工場から伊江ビーチ向け　比較

阿良公民館の南側にある砂持節の歌碑

アリモドキゾウムシ



名嘉 實
議員

湧
出
水
源
の
取
水
ポ
ン
プ
室
の
修
繕
と
道
路
へ
の
落
石
防
止
対
策
は

専
門
業
者
の
検
証
と
早
急
な
対
策
方
法
を
検
討
し
て
い
く

村長問　
　
村
の
使
用
水
量
の
う
ち
自
己
水
源
か

ら
の
取
水
は
わ
ず
か
20
％
程
度
だ
が
、
中

で
も
湧
出
水
源
は
75
％
前
後
を
占
め
て
お

り
、
自
己
水
源
と
し
て
は
最
も
重
要
な
施

設
で
あ
る
。

　
公
営
企
業
課
の
試
算
で
は
、
企
業
局
の

水
道
料
金
よ
り
も
自
己
水
を
処
理
し
た
方

が
安
く
つ
く
と
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
ポ
ン
プ
室
は
ド
ー
ム
状
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
ポ
ン
プ
は
床
よ
り
低
い
位

置
に
あ
り
、
天
井
と
の
ス
ペ
ー
ス
も
狭
く

点
検
管
理
が
し
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
い

る
が
、
ポ
ン
プ
の
設
置
位
置
を
変
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
村
　長

　
湧
出
水
源
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、

昭
和
38
年
に
湧
出
水
源
集
水
タ
ン
ク
が

完
成
し
、
翌
昭
和
39
年
に
揚
水
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
自
己
水
源
の
有
効
活
用

や
緊
急
時
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
か
ら
極
め
て
重
要
な
水
源
と
認

識
し
て
い
る
。

　
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在

製
造
中
の
ポ
ン
プ
が
６
月
末
に
完
成

し
、
７
月
中
旬
に
据
付
け
を
計
画
し
て

　
　
ポ
ン
プ
室
に
つ
な
が
る
道
路
の
入

り
口
に
は
、「
落
石
注
意
」と
書
か
れ
た

看
板
が
立
て
ら
れ
、
実
際
に
小
石
が
転

が
っ
て
い
る
。
時
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

よ
り
大
き
い
石
が
転
が
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。
通
行
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
落
石
防
止
対
策
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
村
　長

　
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
る
落
石
が
時

折
発
生
し
、
入
り
口
に
安
全
を
呼
び
か

け
る
目
的
で「
落
石
注
意
」の
看
板
を
設

置
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
早
め

に
現
地
調
査
な
ど
行
い
、
対
策
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

問

問

答

答

答

昨年12月に発生した爆弾低気圧により破損したポンプ室の扉と機械

２月に設置した落石防止対策ブロック

豊
島
区
交
流
都
市
・
意
見
書
・
決
算
審
査

伊江村堆肥センター　事業箇所審査の様子 書面審査の様子

決算審査とは？？

豊島区交流都市

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を
埋立てに使用しないよう求める意見書意見書第２号

※令和２年度決算については、令和３年12月１日発行のNo.175号に掲載します。

　村長から提出された前年度（令和２年度）の一般会計、
特別会計（診療所・後期高齢者医療・国民健康保険）および
公営企業会計（船舶事業・水道事業）の決算書等の計数が
正確であるか、または予算や各事業の執行等が適正かつ効
果的に行われているかなどを審査します。

　７月から約１カ月間に渡り、村監査委員
（具志川豊秀・内田竹保）が決算書、関係諸帳簿
等を照査。また関係各課の説明を徴し、工事、
補助事業については、現地調査を行った。
　審査後は意見書を作成し、村長へ提出する。

下記事項を提出しました（本文省略）

記

１．悲惨な沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使用しないこと。
２．日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄の事情に鑑み、「戦没者の遺骨収集
の推進に関する法律」により、日本政府が主体となって戦没者の遺骨収集を実施すること。

審査の方法

東京都豊島区役所で行われた調印式

東京都豊島区・伊江島交流都市 7月30日

「ゆたしゃる島」交流宣言を締結

詳しくは、伊江島広報イーハッチャー９月号No.502をご覧ください。

あて先 内閣総理大臣、厚生労働大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

※伊江島の方言で「ゆたしゃ」は
　「豊かな」「良い」を意味する。

い
る
と
こ
ろ
で
、
設
置
箇
所
の
嵩
上
げ

や
位
置
の
移
動
が
技
術
的
に
可
能
な
の

か
、
専
門
業
者
と
検
証
を
行
う
。

　
　
ポ
ン
プ
室
そ
の
も
の
が
老
朽
化
し
狭

い
状
態
で
あ
る
。
点
検
管
理
し
や
す
い
ス

ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
波
風
に
強
い
強
固
な

施
設
に
改
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
村
　長

　
ポ
ン
プ
施
設
に
つ
い
て
は
、
取
水
位

置
の
関
係
か
ら
自
然
岩
を
活
用
し
た
施

設
で
昭
和
60
年
、
米
軍
か
ら
施
設
を
譲

り
受
け
、
大
切
に
管
理
し
て
き
た
が
、

度
重
な
る
高
波
の
被
災
と
経
年
劣
化
で

改
築
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
湧
出
水
源
の
早
急
な
回
復
に

努
め
、
施
設
の
改
築
に
つ
い
て
は
水
道

事
業
の
重
要
な
課
題
と
し
て
調
査
、

研
究
に
取
組
ん
で
い
く
。

か
さ

6月17日

調印式に出席した 渡久地政雄 議長のコメント
　平成29年に東京都豊島区南池袋公園で開催された
伊江島フェアをきっかけに豊島区との交流が始まり
ました。その際にお話しした事が実現された事は、
非常に嬉しく思います。　　
　今後とも「ゆたしゃる島」交流宣言をきっかけに、
東京都豊島区（高野 之夫 区長）と伊江島の教育や
文化、産業等の交流が盛んになる事を期待します。

たか の ゆき お
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名嘉 實
議員

湧
出
水
源
の
取
水
ポ
ン
プ
室
の
修
繕
と
道
路
へ
の
落
石
防
止
対
策
は

専
門
業
者
の
検
証
と
早
急
な
対
策
方
法
を
検
討
し
て
い
く

村長問　
　
村
の
使
用
水
量
の
う
ち
自
己
水
源
か

ら
の
取
水
は
わ
ず
か
20
％
程
度
だ
が
、
中

で
も
湧
出
水
源
は
75
％
前
後
を
占
め
て
お

り
、
自
己
水
源
と
し
て
は
最
も
重
要
な
施

設
で
あ
る
。

　
公
営
企
業
課
の
試
算
で
は
、
企
業
局
の

水
道
料
金
よ
り
も
自
己
水
を
処
理
し
た
方

が
安
く
つ
く
と
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
ポ
ン
プ
室
は
ド
ー
ム
状
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
ポ
ン
プ
は
床
よ
り
低
い
位

置
に
あ
り
、
天
井
と
の
ス
ペ
ー
ス
も
狭
く

点
検
管
理
が
し
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
い

る
が
、
ポ
ン
プ
の
設
置
位
置
を
変
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
村
　長

　
湧
出
水
源
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、

昭
和
38
年
に
湧
出
水
源
集
水
タ
ン
ク
が

完
成
し
、
翌
昭
和
39
年
に
揚
水
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
自
己
水
源
の
有
効
活
用

や
緊
急
時
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
か
ら
極
め
て
重
要
な
水
源
と
認

識
し
て
い
る
。

　
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在

製
造
中
の
ポ
ン
プ
が
６
月
末
に
完
成

し
、
７
月
中
旬
に
据
付
け
を
計
画
し
て

　
　
ポ
ン
プ
室
に
つ
な
が
る
道
路
の
入

り
口
に
は
、「
落
石
注
意
」と
書
か
れ
た

看
板
が
立
て
ら
れ
、
実
際
に
小
石
が
転

が
っ
て
い
る
。
時
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

よ
り
大
き
い
石
が
転
が
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。
通
行
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
落
石
防
止
対
策
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
村
　長

　
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
る
落
石
が
時

折
発
生
し
、
入
り
口
に
安
全
を
呼
び
か

け
る
目
的
で「
落
石
注
意
」の
看
板
を
設

置
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
早
め

に
現
地
調
査
な
ど
行
い
、
対
策
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

問

問

答

答

答

昨年12月に発生した爆弾低気圧により破損したポンプ室の扉と機械

２月に設置した落石防止対策ブロック

豊
島
区
交
流
都
市
・
意
見
書
・
決
算
審
査

伊江村堆肥センター　事業箇所審査の様子 書面審査の様子

決算審査とは？？

豊島区交流都市

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を
埋立てに使用しないよう求める意見書意見書第２号

※令和２年度決算については、令和３年12月１日発行のNo.175号に掲載します。

　村長から提出された前年度（令和２年度）の一般会計、
特別会計（診療所・後期高齢者医療・国民健康保険）および
公営企業会計（船舶事業・水道事業）の決算書等の計数が
正確であるか、または予算や各事業の執行等が適正かつ効
果的に行われているかなどを審査します。

　７月から約１カ月間に渡り、村監査委員
（具志川豊秀・内田竹保）が決算書、関係諸帳簿
等を照査。また関係各課の説明を徴し、工事、
補助事業については、現地調査を行った。
　審査後は意見書を作成し、村長へ提出する。

下記事項を提出しました（本文省略）

記

１．悲惨な沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使用しないこと。
２．日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄の事情に鑑み、「戦没者の遺骨収集
の推進に関する法律」により、日本政府が主体となって戦没者の遺骨収集を実施すること。

審査の方法

東京都豊島区役所で行われた調印式

東京都豊島区・伊江島交流都市 7月30日

「ゆたしゃる島」交流宣言を締結

詳しくは、伊江島広報イーハッチャー９月号No.502をご覧ください。

あて先 内閣総理大臣、厚生労働大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

※伊江島の方言で「ゆたしゃ」は
　「豊かな」「良い」を意味する。
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6月17日

調印式に出席した 渡久地政雄 議長のコメント
　平成29年に東京都豊島区南池袋公園で開催された
伊江島フェアをきっかけに豊島区との交流が始まり
ました。その際にお話しした事が実現された事は、
非常に嬉しく思います。　　
　今後とも「ゆたしゃる島」交流宣言をきっかけに、
東京都豊島区（高野 之夫 区長）と伊江島の教育や
文化、産業等の交流が盛んになる事を期待します。

たか の ゆき お
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◆議案第38号の中層型浮漁礁ってなに！？
　カツオやマグロに代表される回遊魚を集めるためのもので、海面下約40mに
浮かせた状態の人工漁礁。（写真）浮漁礁の利用が盛んなフィリピンでの呼称に
ならってパヤオとも呼ばれています。
　平成21年度から2年にかけて設置した浮漁礁を交換します。
　国（農林水産省）の補助事業を活用し、伊江島沖合の北西約82kmと72kmの
位置に２基設置します。
設置完了は令和３年１２月予定。

令和２年度

主な完了事業を
総事業費：2億4,071万円
（伊江村農業従事者等宿泊施設整備）
沖縄糖業体制強化対策事業

　令和５年度から施行される働き方改革により黒糖工場
従事者のシフト体制が現在の２交代制から３交体制に移
行されます。村内外の人材確保を図り製糖事業の効率化、
持続的な操業体制の確立を図る目的で建設されました。

農業従事者の確保と
農業振興に期待！

所 在 地 川平169番地の１（JAゆいランド店　西側）
部 屋 数 26部屋

・黒糖工場従事者（製糖期間）
・製糖期間以外は他の農業従事者可

利 用 者

議員 Check!

総事業費：5億999万円
（村立保育所建設事業）
沖縄振興特別推進交付金

　バリアフリーに対応した安全性と機能性を備え、乳幼
児が安全安心で健やかに成長できる環境が整備されま
した。施設定員も60名から90名に拡大され、待機児童の
解消に大きな役割を果たすものと期待されます。

待機児童の解消や
幼保連携に期待！

施設概要 定員90名　敷地面積　2,775㎡
０歳児室、１歳児室、２歳児室、３歳児室
子育て支援室、多目的ホール、事務室、厨房

所 在 地 川平599番地の１（西江前公民館　東側）

議員 Check!

総事業費：368万円
(牧草地根切機購入事業)
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業

　家畜用の牧草地は、長年更新が行われず根が張り、地
表も固く収量が落ちている現状であります。牧草地を耕
すことで土中微生物の活性促進と根の成長を促し肥料
効果を上げることで牧草の自給率の向上が図られます。

利用条件 ・50馬力以上で油圧式プラウ２個付きトラクター
・根切機を利用する草地は、堆肥センターの堆肥を
  全量使用すること
  根切機（型式：AR2596）２台

牧草の収量増と堆肥の
利用促進に期待！

利用料無料

議員 Check!

総事業費：1,412万円

沖縄振興特別推進交付金

　現在村内にあるバス停29箇所のうち、主要バス停３ヵ所
（診療所前、JA前、西崎団地入口）を上屋付きバス停が
整備されました。

待機時の日除けや
雨天対策に期待！議員 Check!

Check!チェック

うき ぎょ しょう

（バス停上屋整備事業）
うわ や

令和３年　第５回定例会	 会期：６月16日（水）～６月17日（木）

議案番号 件　　　名 議決結果

承認第３号 専決処分した令和３年度伊江村一般会計補正予算（第２号）の承認を求めることについて 原案承認

報告第８号 令和３年度伊江村人材育成会の業務報告について 原案報告

報告第９号 令和２年度伊江村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 〃

報告第10号 令和２年度伊江村水道事業会計予算繰越計算書の報告について 〃

報告第11号 伊江村畜産総合施設整備工事（Ｒ２）土木の専決処分の報告について 〃

同意第４号 監査委員の選任について　東江上区　具志川 豊秀 氏　全会一致（全員起立） 原案同意

議案第32号 令和３年度伊江村一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第33号 令和３年度伊江村診療所特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第34号 令和３年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第35号 令和３年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第36号 伊江村戦跡等周辺環境整備検討委員会設置条例の制定について 〃

議案第37号 伊江村手数料条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第38号 中層型浮漁礁更新工事の請負契約について 〃

議案第39号 伊江村畜産総合施設整備工事（Ｒ２）建築の請負契約の変更について 〃

発委第１号 伊江村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について　※Ｐ２〜Ｐ３ページ参照 〃

意見書第２号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書　※Ｐ７ページ参照 〃

決議第２号 議員定数調査特別委員会設置に関する決議　※Ｐ２～Ｐ３ページ参照 〃

	 第６回臨時会	 会期：８月24日（火）

議案番号 件　　　名 議決結果

報告第12号 農業基盤整備促進事業(東江上第３地区)整備工事(R2)その２の専決処分の報告について 原案報告

議案第40号 令和３年度伊江村一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第41号 伊江村防災行政無線デジタル化整備工事の請負契約について 〃

議案第42号 伊江村畜産総合施設整備事業に係る土地の取得について 〃

議案第43号 団体営農地保全整備事業(東江上第２地区)整備工事(R3)その２の請負契約について 〃
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９月８日（水）午前10時～
9月定例会予定

7月 July
１日～：令和２年度予算決算審査
  （内田竹保監査員）
 5日：村振興計画審議会、村景観審議会（議長）
 8日：全国離島振興市町村議会議長会総会
  web会議（議長/那覇市）
12日：県産品奨励月間要請団来村（議長）
30日：東京都豊島区交流都市締結（議長/東京都）

議会の活動

8月 August

 5日：第2回議員定数調査特別委員会（全議）
 6日：LCT爆発事故被害者慰霊祭（全議）
11日：北部振興会第1回評議員会書面決議（議長）
12日：県介護保険広域連合全員協議会、定例会
  （島袋義範議員/嘉手納町）
23日：議会広報調査特別委員会
  （議長・広報委員）
24日：第6回伊江村議会臨時会
26日：第２回北部市町村議会議長会理事会及び
  定例総会
  北部広域市町村圏事務組合議会第58回
  定例会（議長/名護市）

6月 June

 4日：議員全員協議会、総務常任委員会
10日：議会運営委員会、議員全員協議会
16日～17日：第５回伊江村議会定例会
22日：村社会福祉協議会評議員会（正副議長）・
  理事会（副議長）

25日：伊江漁業協同組合通常総会（議長）
  村観光協会総会（議長）

LCT爆発事故被害者慰霊祭

県産品の優先使用について
座間味 勲団長から陳情を受ける渡久地議長

屋嘉比 りさ やかび りさ 行政区 東江前区

玉城 千波 たまき ちなみ 行政区 西江前区

照屋 優香 てるや ゆか 行政区 西江前区

　伊江小母の部の一員として、先生方や
地域の皆様のサポートをいただきなが
ら、学校行事等への協力をさせていただ
いています。

自己紹介

　行政と議会と村民が一体となって島を
よりよくするために、村政の状況をわかり
やすく知らせ、村づくりに多くの声を反映
させている様子がうかがえます。

議会広報「いえそん」を
読んでの感想

　固定的な性別役割分担意識にとらわれ
ず、男性も女性も社会的に対等なパート
ナーとして活躍できる場を！いつか女性議
員誕生に期待します！！

伊江村に期待すること
　児童生徒、学生に対しての支援が手厚く
て、島の子ども達は恵まれているなぁとい
つも感じています。（高校生の息子、娘より）

お子さんから一言

　伊江島に移り住み、いろんな出来事、
体験、様々な人達と出会って29年の月
日が経ち、今年度の伊江中母の部部長
として、子ども達、保護者、学校関係者と
頑張っていきたいと思います。

自己紹介

　傍聴、議会広報を見る機会がなく、私
には難しい内容もありましたが、文字や
写真等など、見やすく、読みやすかったで
す。これからは、皆様方の発信、ご活躍を
議会広報を通して楽しみにしています。

議会広報「いえそん」を
読んでの感想

　このご時世ではありますが、公共施設
等などに村内、村外の人々に足を運んでも
らい、地域の活性化、繁栄に繫がってくれ
ると共に、より一層の発展とご活躍を期
待しつつ、コロナの終息を願いたいです。

伊江村に期待すること
　保育所の子ども達が表紙になってい
たのが印象的でした。広報の内容として
はわからない所もありましたが、議会の
皆さんが村の為に頑張っていることがわ
かりました。

お子さんから一言

　本年度、西小学校　母の部部長をし
ています。照屋優香です。
　西小３年　桜翔（おと）、西幼稚園　
翔琉（はる）です。

自己紹介

　議会での審議内容や質疑応答など
が掲載されているので、村の取組みを
知る事が出来ています。

議会広報「いえそん」を
読んでの感想

　子供達の未来の為に、さらに魅力あ
る島づくりに期待します。

伊江村に期待すること
　僕には、難しかったけど、スポ少以
外にも年間を通して、通えるスイミン
グやそろばん等の習い事が伊江島に
もあったらいいなぁ⤴

お子さんから一言

議会広報いえそんNo.173号（６月号）

みました。感想を 聞いて

妹の美鈴さんとりささん（右）

千波さん（左）と娘の波音さん
はのん

優香さん（左）と
息子の桜翔さん（上）と翔琉さん（下）

お と は る

3学校の母の部に母の部

伊江小

西小

伊江中

沖縄県の緊急事態宣言延長により、
議会傍聴はご遠慮願います。
コロナ禍の現状を鑑み、ご理解と
ご協力をお願いします。
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９月８日（水）午前10時～
9月定例会予定

7月 July
１日～：令和２年度予算決算審査
  （内田竹保監査員）
 5日：村振興計画審議会、村景観審議会（議長）
 8日：全国離島振興市町村議会議長会総会
  web会議（議長/那覇市）
12日：県産品奨励月間要請団来村（議長）
30日：東京都豊島区交流都市締結（議長/東京都）

議会の活動

8月 August

 5日：第2回議員定数調査特別委員会（全議）
 6日：LCT爆発事故被害者慰霊祭（全議）
11日：北部振興会第1回評議員会書面決議（議長）
12日：県介護保険広域連合全員協議会、定例会
  （島袋義範議員/嘉手納町）
23日：議会広報調査特別委員会
  （議長・広報委員）
24日：第6回伊江村議会臨時会
26日：第２回北部市町村議会議長会理事会及び
  定例総会
  北部広域市町村圏事務組合議会第58回
  定例会（議長/名護市）

6月 June

 4日：議員全員協議会、総務常任委員会
10日：議会運営委員会、議員全員協議会
16日～17日：第５回伊江村議会定例会
22日：村社会福祉協議会評議員会（正副議長）・
  理事会（副議長）

25日：伊江漁業協同組合通常総会（議長）
  村観光協会総会（議長）

LCT爆発事故被害者慰霊祭

県産品の優先使用について
座間味 勲団長から陳情を受ける渡久地議長

屋嘉比 りさ やかび りさ 行政区 東江前区

玉城 千波 たまき ちなみ 行政区 西江前区

照屋 優香 てるや ゆか 行政区 西江前区

　伊江小母の部の一員として、先生方や
地域の皆様のサポートをいただきなが
ら、学校行事等への協力をさせていただ
いています。

自己紹介

　行政と議会と村民が一体となって島を
よりよくするために、村政の状況をわかり
やすく知らせ、村づくりに多くの声を反映
させている様子がうかがえます。

議会広報「いえそん」を
読んでの感想

　固定的な性別役割分担意識にとらわれ
ず、男性も女性も社会的に対等なパート
ナーとして活躍できる場を！いつか女性議
員誕生に期待します！！

伊江村に期待すること
　児童生徒、学生に対しての支援が手厚く
て、島の子ども達は恵まれているなぁとい
つも感じています。（高校生の息子、娘より）

お子さんから一言

　伊江島に移り住み、いろんな出来事、
体験、様々な人達と出会って29年の月
日が経ち、今年度の伊江中母の部部長
として、子ども達、保護者、学校関係者と
頑張っていきたいと思います。

自己紹介

　傍聴、議会広報を見る機会がなく、私
には難しい内容もありましたが、文字や
写真等など、見やすく、読みやすかったで
す。これからは、皆様方の発信、ご活躍を
議会広報を通して楽しみにしています。

議会広報「いえそん」を
読んでの感想

　このご時世ではありますが、公共施設
等などに村内、村外の人々に足を運んでも
らい、地域の活性化、繁栄に繫がってくれ
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待しつつ、コロナの終息を願いたいです。

伊江村に期待すること
　保育所の子ども達が表紙になってい
たのが印象的でした。広報の内容として
はわからない所もありましたが、議会の
皆さんが村の為に頑張っていることがわ
かりました。

お子さんから一言

　本年度、西小学校　母の部部長をし
ています。照屋優香です。
　西小３年　桜翔（おと）、西幼稚園　
翔琉（はる）です。

自己紹介

　議会での審議内容や質疑応答など
が掲載されているので、村の取組みを
知る事が出来ています。

議会広報「いえそん」を
読んでの感想

　子供達の未来の為に、さらに魅力あ
る島づくりに期待します。

伊江村に期待すること
　僕には、難しかったけど、スポ少以
外にも年間を通して、通えるスイミン
グやそろばん等の習い事が伊江島に
もあったらいいなぁ⤴
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読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

この印刷物は地球環境に優しい
植物油インキを使用しています。

生年月日 昭和３年８月15日生 92歳
行政区・屋号 西崎区・マツィナガンヤ

題 字 記 入 者

名　　前 玉 城  キ ク
たま  しろ

　今年７月、10周年を迎えたグループホームいえしまで、
ムードメーカーなキクさんは、「私は何でも出来ますが、
私の出来ないことは、ドロボウとタネつけです。」とプロ
フィールまで考え笑いを取る活発でお元気な方です。
　何度も書かれた題字は、キクさん納得の「いえそん」
です。

職員からみたキクさん

ドゥンチュイムニ

伊江村議会議員 虻 江　修

　日本一周の旗を立てながら自転車で旅をして、フェリーいえしまで初めて伊江島を訪れたのが2016年２月24日。
早いものでもう５年半、その中でいろんなことがありました。
　３度目の来島で事故をしてリハビリ生活。その最中でのまさかの議員当選、人生70年のなかで最大の驚き！！！
　振り返ってみれば、伊江島を訪れたことで熊本地震にも遭遇せず、伊江島に命を救われたなと感じている自分
（伊江島に感謝、感謝！！）
　伊江島は離島であって離島でない住みやすい島だと感じているので、これからも機会を見つけながら島の魅力を微
力ながら発信していければと...。

独り言

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

離島運賃割引制度を郷友会会員等へ適用拡大を図れ

郷友会フェリー乗船割引優待制度（令和３年度）

平成31年３月定例会あの質問どうなった！？
Good Job

令
和
３
年
８
月
16日

撮
影
　
東
保
育
所
身
体
測
定

12議会広報 いえそん　No.174

議
会
広
報

か

書きました！
私が
わたし

を

伊江村・イージマ郷友会会 員 証

写真貼付け

会員番号

氏　　名

有効期限 令和 6 年 3 月 31 日 迄

伊江村・イージマ郷友会主な行事予定

※ 都合により開催時期の変更する場合もあります ※

○イージマ郷友会総会および懇親会（6月）

○伊江村郷友会総会・敬老会・合同祝賀会（6月）

○伊江村郷友会運動会（11月）

※郷友会船賃助成カード　表・裏面

郷友会の会員の皆さまに、帰村する際のフェリー運賃割引を実施する。

運
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度
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囲
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究
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和
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内
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付
、一
九
四
名
の
申
し
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み
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あ
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現

運賃種別 運　賃 割引額 会員運賃額
本部港発 大人往復
本部港発 小人往復

1,390円
710円

690円
350円

700円
360円

（老人ホームいえしま）
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